国際プラスチックフェア（ＩＰＦ　ＪＡＰＡＮ　２０１４）に出展
積水化成品工業株式会社
積水化成品工業は３年に一度開催される日本で最大のプラスチック・ゴム総合展である「国際プラスチックフェア(ＩＰＦ ＪＡＰＡＮ ２０１４)」の中の「発泡プラスチック展」のエリアに出展する。
同社ブースは「未来（あした）を創るパートナー　－あなたの希望（ニーズ）に夢の技術（シーズ）で応えます」をコンセプトに顧客の困りごとなどのニーズに対応するソリューション提案事例及び新製品・新技術を紹介している。
　具体的には、ブース中央に「ニュープロダクツ」エリアを設け、シーズ・新素材を実物とパネルで展示し、その周りにインダストリー分野（２エリア）と、ヒューマンライフ分野（１エリア）の３つのエリアを配置し、そこで実際に製品やソリューション提案例に触れることができるようになっている。
　「ニュープロダクツ」エリアでは、今後大きく期待されるシーズ・新素材としてＰＥＴ・ナイロン系・アクリル系樹脂及びエラストマーの発泡体や軟質微粒子などを紹介している。インダストリー分野では、自動車緩衝部材や軽量化部材、ＣＦＲＰ複合軽量構造部材などを自動車に模したワイヤーフレームを使用し、自動車でどのように使われているかを視覚にて分かりやすく展示している。また、ＫＤ梱包（自動車部品工場間輸送）や融雪パネルヒーター、浴槽断熱材など、インダストリー分野での特に注目すべき製品もエリア内に配置され、同社のインダストリー分野での提案が実物とパネルで理解できるようになっている。ヒューマンライフ分野では、店舗と配送との二つの切り口でソリューション提案をしており、店舗関係では、コンビニなどで見られる陳列棚に、Ｆローラー（商品前進陳列システム）、断熱飲料容器、レンジ容器、カップ容器などを配置し、店舗における使用イメージを再現している。また配送関係では、各種品温管理輸送資材や輸送効率の良い断熱容器、鮮度保持フィルムなどを展示している。
　今回、同社ブースでは製品の特長をより実感できるよう展示品の一部については性能が実感できる工夫がなされている。一例を挙げると、品温管理輸送資材は複数温度帯を同時に収納している容器内の実際の温度を表示したり、テクポリマー（ブルーライトカット）を用いたＬＥＤ照明点灯にて性能が視認ができたり、エラストマー発泡体では、他素材との反発性の違いを試験機で実演したりなどである。また、大型モニターでは、会社案内と昨年制作した同社テレビＣＭの最新版などのＤＶＤを随時放映し、ブースへの集客誘導につなげたい考えである。
　同社は今回の「発泡プラスチック展」の出展者の中では最大小間数（１２小間）を展開している。同社では今展示会を、ブランド・エクイティを高め、グループ製商品の日本及びアジア地域における拡販活動を促進し、新製品・新技術・ソリューションの訴求により新顧客やニーズを発掘し、新たな市場へアプローチすることを最大の目的とし、接客・商談コーナーをブース内に２ケ所設け、来場者の求めるソリューションに個別に相談に応じ、商談につなげたい考えである。
　同社ブースは「６ホール小間番号６１６０７」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
